
▶ 牛マルキン５月概算払い、肉専用種は北海道と福島
で交付���������������������������������������� P２

▶ 《PR》EU農業食品分野ビジネス使節団来日、食肉
団体関係者にきく②国立マンガリッツァ飼育業者連盟
　トート・ペーテル会長� ������������������������� P３

▶ 輸出は文化も合わせ、技術などの普及も重要
―食肉鶏卵課・伊藤大介課長にきく㊦���������P４～５

▶ 伊藤ハム米久HDら「培養肉未来創造コンソーシア
ム」が培養肉を焼いた香りを体験するイベントを関西万
博で開催�������������������������������������� P５

▶ 銀閣寺大西と熟豊ファーム、島根県が会見、「サス
テナブル和牛　熟」の「美味しまね認証」取得をＰＲ
�������������������������������������������P６～７

▶ マルハニチロが2025年秋季新商品発表会、27品が
新たにラインアップ� ���������������������������� P７

▶ 【関東の輸入豚肉現物相場】Cは締まった展開、F荷
余り感も��������������������������������������� P８

▶ 【関東の国産豚肉現物相場】C、Fともにスソ物の荷
動き堅調� ������������������������������������� P８

▶ 日本ハムが期間限定で「シャウエッセン　花火」を新
発売������������������������������������������ P８

▶ ［資料］2025年5月分の食肉輸入通関実績⑫� �� P９

▶ ［東京・大阪枝肉相場、全国と畜頭数］９日������P10

▶ ［各地の豚枝肉、豚部分肉、食鳥相場］９日�����P11

▶▶▶▶▶▶ 注目のヘッドライン注目のヘッドライン

「サステナブル和牛　熟」が「美味しまね認証」取得をＰＲした……P６～７

…詳細はP2

牛マルキン５月概算払い、肉専用種は北
海道と福島で交付

EU農業食品分野ビジネス使節団来日、
食肉団体関係者にきく② …詳細はP３

農畜産業振興機構は９日、牛マルキンの令和６年５月分の標
準的販売価格および標準的生産費、交付金単価の6年度第
1～4四半期の概算値を公表した。

◀

令和7年
2025年

7月10日

第11751号

木曜日



SHOKUNIKU SOKUHO2

令和7年（2025年）7月10日（木）　食肉速報　第11751号　（第三種郵便物認可）

牛マルキン５月概算払い、肉専用種は北海道と福島で交付

　農畜産業振興機構は９日、肉用牛肥育経営安定
交付金（牛マルキン）の令和６年５月分の標準的販
売価格および標準的生産費、交付金単価の6年度第
1～4四半期の概算値を公表した。
　肉専用種については、標準的生産費が標準的販
売価格を上回った北海道と福島県で交付される。
　北海道の肉用牛１頭当たりの生産費は120万
8689円となり、販売価格の118万7174円を上回っ
たため、交付金単価（概算払い）は１万2363・５円と
なった。また、福島県では、生産費119万2414円とな
り、販売価格の117万2095円を上回ったため、交付
金単価は１万1287・１円となった。なお、岐阜県、兵
庫県の２県については、都道府県標準販売価格が、
全国一円を区域として算出した標準的販売価格に、
都道府県標準販売価格の標準偏差の２倍の額を加
えた額を上回ったため、単独で標準的販売価格の算

定を行っている。　
　交雑種については、標準的生産費が75万4187円
となり、標準的販売価格の79万1374円を下回った
ため交付はない。乳用種は生産費が50万8562円と
なり、販売価格の47万5825円を上回り、交付金単価
（概算払）は２万2460・６円となった。
　また、令和７年度第１四半期における豚マルキンで
は、標準的生産費が４万4413円と、標準的販売価
格販売価格４万7419円を下回ったため交付はない。

区分 交雑種 乳用種

標準的販売価格（A） 791,374 475,825

標準的生産費　（B） 754,187 508,562

差額（C）=（A）-（B） 37,187 △ 32,734

暫定交付金単価（概算払い） - 22,460.6

肉用牛１頭あたりの交付金単価の算出結果（全国）

 単位：円／頭

※交付金単価は差額に100分の90を乗じた額から7千円を控除した額

肉用牛１頭あたりの交付金単価の算出結果（肉専地域別）

1,187,174 1,172,095 1,188,510

1,208,689 1,154,653 1,132,424 1,160,240 1,120,241 1,121,985 1,192,414 1,170,765

△ 21,515 17,442 39,671 11,855 51,854 50,110 △ 20,319 17,745

12,363.5 － － － － － 11,287.1 －

1,188,510 1,245,574

1,177,054 1,194,485 1,170,674 1,152,899 1,162,293 1,159,325 1,152,215 1,154,939 1,124,835 1,154,546

11456 △ 5,975 17836 35,611 26217 29185 36,295 33571 63,675 91,028

－ － － － － － － － － －

1,245,574 1,376,880 1,174,906 同左 1,212,738 同左 1,584,402

1,150,949 1,138,856 1,112,197 1,170,836 1,131,644 1,123,788 1,114,039 1,140,530 1,073,024 1,324,894

94,625 106,718 133,377 206,044 43,262 51,118 98,699 72,208 139,714 259,508

－ － － － － － － － － －

1,212,738 同左 1,204,893 1,194,204

1,109,537 1,124,486 1,185,187 1,121,879 1,129,067 1,123,177 1,127,713 1,140,510 1,146,022 1,095,785

103,201 88,252 19706 83,014 75,826 81,716 77,180 53,694 48182 98,419

－ － － － － － － － － －

1,194,204 1,192,980 1,199,879

1,071,556 1,128,240 1,118,735 1,108,309 1,139,699 1,129,238 1,115,234 1,126,037 1,085,450

122,648 64,740 74,245 84,671 53281 63,742 77,746 66,943 114,429

－ － － － － － － － －

標準的販売価格（A）

標準的生産費　（B）

山形県 福島県 茨城県区　分

静岡県 新潟県

差額（C）=（A）-（B）

暫定交付金単価（概算払い）

栃木県 群馬県 埼玉県 千葉県 東京都 神奈川県

兵庫県富山県 石川県 福井県 岐阜県 愛知県

奈良県 和歌山県 鳥取県 島根県 岡山県 広島県

北海道 青森県 岩手県 宮城県 秋田県

大阪府三重県

山梨県 長野県

滋賀県

同左

同左

同左

高知県 福岡県 佐賀県 長崎県 熊本県 大分県

山口県

宮崎県 鹿児島県 沖縄県

同左 同左

同左

徳島県 香川県 愛媛県

京都府
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EU農業食品分野ビジネス使節団来日、食肉団体関係者にきく②
国立マンガリッツァ飼育業者連盟　トート・ペーテル会長

　国立マンガリッツァ飼育業者連盟のトート・ペーテ
ル会長（写真）は、1991年に設立されたハンガリー
とスペインの合弁企業であるOlmos es Toth Kft社
のディレクターを務めている。同社は設立当時絶滅
寸前だったハンガリーの“食べる国宝”マンガリッツァ
豚を保存し、マンガリッツァ豚肉産業の再生、豚の飼
育、マンガリッツァ豚肉の加工、高品質な認証済みマ
ンガリッツァ豚肉・製品の商業化を行っている。
　同社は三つのマンガリッツァ豚遺伝子バンクを所
有し、ハンガリーで全国規模の小規模農家ネットワー
クを運営するとともに、フェアトレードと持続可能な生
産方法の促進に取り組んでいる。
　公式に認定されたマンガリッツァ豚は、伝統的な半
放牧環境で、遺伝子組換作物不使用の穀物ベース
の伝統的な飼料で飼育されている。認定されたマン
ガリッツァ豚の遺伝子、アニマルフレンドリーな技術、
天然由来飼料の組み合わせが、ハンガリー産マンガ
リッツァ豚を世界有数の高品質な豚肉製品の一つに
している。また、同社は、希少で高品質なスペインの
Monte Nevado Mangalica Originalのドライハム
の独占供給元でもある。
　ー連盟の活動内容、マンガリッツァ豚の特徴につ

いて。

　当連盟はマンガリッツァ豚の生産者団体であり、
今から30年以上前、1994年からマンガリッツァ豚を
生産する地域の環境保全について、地域の生産者
を集めて統合して活動を行っている。マンガリッツァ
豚の生産、加工、販売、そしてマーケティングまで一
貫して携わることにより、農場から食卓までサプライ
チェーンの全てを把握している。
　当連盟の加盟者数は150人であり、マンガリッツァ
豚の生産頭数は年間6万頭程で、ハンガリー国内の
肉豚出荷頭数のうち2%に過ぎない。マンガリッツァ
豚は繊細で飼育するのにも高い技術が必要であり、
コストもかかるので、生産者にとって、一般的な豚と
比べて生産するのが非常に難しい。そのため、価格も
高くなる。
　しかし、だからこそマンガリッツァ豚は高い品質を

誇り、特別で素晴らしい豚肉として評価されている。
　2018年から組織の体制が変わり、小規模な家族
経営の養豚農家を中心に、その地域で生産されたマ
ンガリッツァ豚はその地域で販売するという“地産地
消”を実現しており、生産者へのサポートと地域のレ
ストランなどの活性化にもつながっている。生産され
たマンガリッツァ豚の約半分は地元で消費され、もう
半分が輸出される。
　ハンガリーから日本向けの豚肉輸出については現
在ASFの影響で停止されているが、日本とハンガリー
両国政府が現在交渉を行っており、年内にも日本市
場においてマンガリッツァ豚の販売が再開されること
を期待している。ハンガリーだけではなく、ドイツ、イ
タリア、ポーランドといった国々においてもASFが発
生している。早期の豚肉輸出再開に向け、日EU双方
にとって良い状況となることを期待したい。
　—今回のミッションを振り返っていかがですか。

　今回のミッションで、私たちは非常に多くのことを
学んだ。さまざまなセミナーや会議が行われ、日本の
政府機関や各団体の方々にスピーカーとしてそれぞ
れ素晴らしい話をしていただいた。
　また、日本の食品だけでなく、農業や食文化などに
ついて、フィールドワークも行い、しっかりと学ぶこと
ができた。さらに大阪・関西万博にも訪れることがで
きたのも貴重な体験だ。今回築くことができた皆さま
との関係性を大切にしながら、また日本に戻ってきた
い。（連載続く）

《PR》
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　　―離島や中山間地域における流通の課題や施

策の方向性について。

　離島や中山間地域では、肉用牛生産が地域の経
済・社会を支える極めて重要な産業になっている。離
島では海上輸送などでハンディもある中、どれだけ多
くの購買者の方に家畜市場に来ていただけるかが課
題である。われわれとしても、奨励金という形で子牛
の海上輸送や令和7年度から購買者の市場手数料
に一定の支援を行うなど、離島のハンディが少しでも
緩和されるよう後押ししている。
　また、家畜の輸送状況については、家畜市場に足
を運び、輸送の実態を確認する必要があると考え、
当課では春先に北海道や沖縄の家畜市場への視察
も行った。その中で「ドライバーの労働時間が制限さ
れ、ドライバーが不足している」「トラック輸送に時間
がかかる」などの声をきいている。長距離輸送区間へ
の中継拠点の設置や、海上輸送への切り替えを行う
際の環境整備など、流通体制の転換を目指す実証的
取り組みも支援しているので、ぜひご活用いただきた
い。
　引き続き、他の地域も含め、現場の状況をよく把握
していきたい。
　―牛肉輸出について、上位輸出先国へ今後の輸

出に向けた戦略、その他、期待される国や地域など

について。

　牛肉の輸出については、国内人口の減少が不可避
となる中、拡大する海外市場の需要を取り込んでい
くものとして、今後も変わらない重要な取り組みであ
る。協調領域と競争領域は分けて考える必要があり、
国の役目は、協調領域のところで環境整備を図って
いくことだと考えている。これまでも、品目団体への取
組支援、各産地ごとの輸出コンソーシアムに対する取
組支援など、実際に海外に売り込みを図る事業者の
皆さまが輸出に取り組みやすい環境を作るために何
ができるかという視点で後押しをしてきた。
　和牛肉はブランド価値の維持と裾野の拡大を両立
させていくことが重要だと考える。高級部位や高級銘
柄牛など、第一線のプレミアムラインは、高級レストラ
ンなどの引き合いも強い。高く売れるところに高く売

る努力をすることが大切だ。そのためには、すでに外
国の精肉学校での講座開設などの新しい取り組みも
始まっているが、末端の現地小売、飲食店などで、和
牛肉の中でもハイエンドのものはハイエンドとして取
り扱ってもらうよう目利きの教育をしていくことが重要
だ。　
　また、牛1頭から得られる部位は、モモ、カタ、バラ
など、非ロインが大半だ。こうしたロイン以外の部位
も、高級部位との差別化を図り、焼き肉や火鍋などの
用途に活用することで、裾野の拡大を図っていくこと
が重要だ。スライス文化・カットの方法、料理法の普
及教育がプロモーションのポイントだと考えている。
　冷凍牛肉での出荷というのも選択肢になっている
が、牛肉のブランド価値を維持していくことが安定的
な取引先を確保し、他国産の冷凍牛肉よりも価値の
高いものとして売っていくためにも重要だ。
　その上で、国ごとにみると、米国、EUは富裕層も多
く、引き続き重要な市場だと考える。ステーキ肉など
で使われるロイン系の販売を中心としつつも、セカン
ダリーな部位も含めて販売していくなど、総合的、多
層的に輸出を拡大していくことが重要だ。特に、和牛
肉のブランド価値を高めるということを意識して取り
組んでいくことが重要な地域と考えている。
　例えば米国でも中西部、南部など、未開拓の地域
がある。こういった地域に、和牛肉のブランド価値とい
うのを広めていきたい。また、和牛肉の価値を目利き
できるよう、海外のシェフ、バイヤーに教育していくこ
とも重要だと考えている。その際には、日本の誇るべ
き技術、文化でもある、薄切りのスライス技術というも
のも、しっかりと伝えていきたい。
　それ以外にも、香港、台湾、シンガポール、ベトナ
ムをはじめ、アジアは、フルセットでの販売ができて
いる。特に台湾については、5月に月齢制限が撤廃さ
れた。こだわりの特選牛など、30カ月齢を超えた牛肉
が販売できるようになる。イスラム諸国は人口が増加
しており、拡大する海外市場だと考えているほか、ハ
ラール処理を行うなど、特別な対策が必要となる。ま
た、中国など輸出を解禁していない国・地域に対して
は、関係省庁と連携し、引き続き粘り強く取り組んで

輸出は文化も合わせ、技術などの普及も重要
―食肉鶏卵課・伊藤大介課長にきく㊦
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伊藤ハム米久HDら「培養肉未来創造コンソーシアム」が
培養肉を焼いた香りを体験するイベントを関西万博で開催

いく。
　―食肉処理施設の老朽化の課題について。

　食肉処理施設は食肉の生産・流通のインフラ施設
として極めて重要な施設である。国内の食肉処理施
設の半数は築30年以上の施設であり、今後も食肉の
供給システムを維持していくためには、施設・設備の
高度化、合理化、再編などの強化が必要である。
　当課の事業では2施設以上が再編合理化するとき
の施設整備、輸出対応型の施設整備について後押し
をしてきたが、県として中核的な基幹施設と認められ
る施設への支援も昨年の補正予算で新たに追加さ
れた。さらに、令和7年度ALIC事業では、現状では再
編に至らなくても、施設間の人材交流、共同での資
材調達、災害時のコンチプラン（緊急時対応計画）
の策定など、2施設以上が連携計画を策定した場合

に、浄化槽・冷蔵設備などの整備・改修を後押しする
メニューも追加された。
　食肉処理施設の整備については、酪肉近の策定
に合わせ、この1年で後押しする事業メニューを拡充
してきた。食肉処理施設を巡っては、施設によって置
かれている状況や課題は異なる。採算を確保するた
めの集荷・販売の計画、例えば輸出や食肉カットなど
による収益源の確保、人手の確保、資材の調達の在
り方等、さまざま考えなければいけないことがあると
思う。地域内の施設の将来展望について、各地域に
合ったやり方がみつかるよう、それぞれに合ったタイ
ミングで施設の運営者のみならず、自治体、生産者、
流通事業者など、各地域で施設に関わる関係者の皆
さまが、話し合っていくことが大切だと考える。（連載
終わり）

　伊藤ハム米久ホールディングス、大阪大学、㈱島
津製作所、TOPPANホールディングス、㈱シグマク
シス、ZACROS㈱の６者が運営パートナーとして参
画する「培養肉未来創造コンソーシアム」は8日、大
阪・関西万博の大阪ヘルスケアパビリオンのリボーン
ステージで「CULTIVATED　MEAT　JOURNEY
　2025　〜知る、感じる考える未来の食〜」を開
催。一般来場者多数が参加した。
　大阪ヘルスケアパビリオンは5月28日に来館者100
万人を突破した、人気パビリオンの一つ。健康データ
を基に作成した25年後の自分（アバター）の姿、未
来の生活を体験できるゾーンなど複数のアトラクショ
ンを展開する。そしてこのパビリオンのプレミアムパー
トナーである「培養肉未来創造コンソーシアム」は、
3Dバイオプリント技術による培養肉の実物およびミー
トメーカー（コンセプトモデル）を展示してきた。ブー
ス名称は「家庭で作る霜降り肉」
　同展示を通じて「お肉は『店で買うもの』から『家
庭で作るもの』へ」をコンセプトに、個人の健康や好
みに合わせた霜降りステーキを作り出せるミートメー
カーが家庭にあるという、未来のキッチンのイメージ
を表現している。
　「培養肉未来創造コンソーシアム」は2023年に、

伊藤ハム米久ホールディングス、大阪大学大学院
工学研究科、島津製作所、TOPPANホールディ
ングス、シグマクシスにより設立された（翌年には
ZACROSが参加）。培養肉は、人口増加に伴うタン
パク質の供給不足および温室効果ガス排出などによ
る環境問題への解決策の一つとしての可能性を持っ
ている。同コンソーシアムは、3Dバイオプリントによる
培養肉製造技術の社会実装に向けて協業しており、
大阪・関西万博での展示はその活動の一環。
　今回のイベントでは、インプットセッション「培養肉
とは？」と題して、大阪大学大学院工学研究科の松
﨑典弥教授が3Dバイオプリント技術による培養肉の
可能性を説明するとともに、来場者に培養肉を焼い
た際の香りを感じてもらう体験会を行った。
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　㈱銀閣寺大西（京都市左京区、大西雷三社長＝
写真）と㈱熟豊ファーム（島根県雲南市、石飛修平
社長）は８日、京都市南区の京都食肉市場㈱セミ
ナールームで共同記者発表会を開催。島根県が定
めるＧＡＰ（農業生産工程管理）基準を満たした農
林水産物に与えられる公的認証「美味しまね認証」
を取得したブランド「サステナブル和牛　熟」につい
て、誕生の背景や飼育方法、島根県との取り組みの
内容、今後の販売方針などについて説明を行った。
　会見には銀閣寺大西の大西社長、大西英毅常
務、熟豊ファームの石飛社長、島根県からは農林水
産部畜産課の加地紀之課長が出席。冒頭、大西社
長は「当社がＳＤＧｓへの取り組みを本格的に開始し
たのは2021年。ちょうど同じ頃に熟豊ファームとのご
縁に巡り会った。それからサステナブルな畜産につい
て協議しながら取り組みを進め、『サステナブル和牛
　熟』というブランドを立ち上げることができた。今で
は国内外で大変高い評価を得ており、大変光栄に思
う。これを機に、農業従事者の方々がＳＤＧｓ、サステ
ナビリティーについて関心を高め、より多くの取り組
みにつながればと願う」とあいさつ。
　続いて島根県の加地課長が制度の概要や、民間
事業者と行政が連携する意義について次のように説
明を行った。「民間のＧＡＰ認証団体や行政でも最
大時には27道県で認証の取り組みを行っていた。島
根県ではその認証を進めるために『美味しまね認証』
という制度を09年に立ち上げ、これまで推進してい
る。多くの県では第三者機関を立ち上げ、そこで認証
するという形になっているが、島根県では産品が県の
定めるＧＡＰ基準に基づき生産されていることを県知
事が直接認証する、全国でもまれな制度だ。今回の
官民連携という制度は、ぜひともやりたいという生産
者にわれわれが寄り添い、県の既存制度をうまく活用
していただき、それをどうＰＲするかという部分は主に
民間事業者に取り組んでいただく。熟豊ファームも世
界に打って出るときに、『ＳＤＧｓを自分たちだけでは
なく行政機関も認めている』ことをしっかり打ち出して
もらえる、画期的な取り組みになっている」などと述
べた。

　次に熟豊ファー
ムの石飛社長が具
体的な取り組みに
ついて説明。「追加
項目としてサステナ
ブルな部分を評価
していただいた。そ
れが主に三つ。一
つは牛が寝るベッ
ドに、おがくずやか
んなくず、そういったものを地域の製材会社や木材加
工会社などから譲り受け、臭気対策やストレス軽減に
役立てている。それともう一つは、食品製造副産物と
いうところで、主に島根県の食品製造会社から豆乳
かすやしょうゆかすなどを週に何十ｔも引き取り、ただ
混ぜるだけではなく、タンパク質やエネルギー、アミノ
酸などを計算し自社工場で加工して飼料に加える。さ
らに耕畜連携だが、地域農家などと連携して当社の
牛から出る堆肥を肥料として活用していただき、それ
でできた稲わらや麦わら、さつまいも、とうもろこしな
どを引き取り飼料に混ぜている。こうして畜産だけで
なく、サステナブルな和牛作りが実現できたことをう
れしく思う」と語った。
　続いて大西英毅常務は「サステナブル和牛　熟」
が生まれた背景や今後の可能性、官民一体の連携
の意義などについて説明。「銀閣寺大西グループは
食肉を中心に、日本国内での卸事業および37カ国へ
の輸出事業、京都・滋賀・大阪・兵庫・シンガポール
での小売事業、日本・シンガポールでの飲食店事業
を展開している。輸出は日本の和牛を世界に伝えて
いきたいという思いからスタート。輸出を開始したの
が21年だが、現在サステナブル和牛は26カ国で流通
し高く評価していただいている。ただ、スーパーやホ
テルには私たちが伝えるだけでは不足しており、しっ
かりと第三者から認定を受けているかどうか質問を
受けることも増えてきた。それを島根県にご相談した
ところ、今回の認証取得に至った。今後については、
こうした取り組みを評価していただける方々に広げて
いく。日本の畜産業界でやっているということをしっか

銀閣寺大西と熟豊ファーム、島根県が会見
「サステナブル和牛　熟」の「美味しまね認証」取得をＰＲ
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　マルハニチロは９日、2025年秋季の新商品・リ
ニューアル品の発表会を開催した。
　国内では、物価上昇による消費者の節約志向が継
続する一方、食の安全や健康価値、簡便性などを兼
ね備えた本格的なおいしさへのこだわりも高まってい
る。また、インバウンド需要はコロナ下前の状態まで
回復し、さらに増加する見通しである。同社では、こ
れらのニーズを捉え、健康意識の高まりに寄り添い、
簡便でありながら、本格的な味わいを楽しめる市販
用商品、また、調理場の人手不足などの課題解決に
向けた業務商品など、消費者の食生活をより豊かに
する27品の新商品、13品のリニューアル品を開発し
た。
　発表会冒頭、小梶聡専務執行役員（写真右）は
「26年3月に、社名をウミオスに変更する。海を起点
とした価値創造力で、食を通じて人も地球も健康に
するソリューションカンパニーを私たちが目指す姿と
して、新たなアイデンティティーと定めた。地球環境
や社会が急速に変化する中、これからの100年も持
続可能な企業であり続けるため、私たちが社会に存
在する意義を明確にし、新たにした。本日発表する
新商品は、売上目標として、加工食品ユニットで22
品40億円、食材流通ユニットで、５品３億円の合計
27品43億円を計画している。145年の歴史の中でグ
ローバルに川上から川下までの事業を拡大してきた。
これからも資源調達力、加工技術力、食材提供力の
三つの強みを生かし、持続的な
価値創造につなげていく」と述べ
た。
　家庭用冷凍食品では、新中華
街シリーズの「極旨！むね唐揚
げ（450ｇ）」「あら挽き肉しゅう
まい（９個入、144ｇ）」のほか、
「鶏ごぼう天ぷら（５個入、100
ｇ）」などが新たにラインアップさ

マルハニチロが2025年秋季新商品発表会、27品が新たにラインアップ

れた。
　新中華街「極旨！むね唐揚げ」は、若鶏のムネ肉を
こだわりの製法でジューシーに仕上げた、赤坂璃宮
の譚オーナーシェフ監修の本格から揚げ。一つひと
つ手作業で丁寧にまぶした薄衣が、肉のうまみと弾力
のある食感を引き立てる。味付けやスパイスの配合に
もこだわり、専門店のような味わいを楽しめる。
　新中華街「あら挽き肉しゅうまい」は、赤坂璃宮の
譚オーナーシェフ監修の小粒なシューマイで、肉の
粗びき感とジューシーさが特長。冷めても滑らかな
皮のため、弁当のおかずとしてもお勧めの商品で、ト
レーは３個ずつ切り離せ、ラップなし電子レンジ調理
が可能。
　「鶏ごぼう天ぷら」は、鶏ムネ肉に風味豊かなごぼ
うと、彩りの人参を加えた天ぷらで、利尻昆布ダシを
使用した特製天つゆをかけ、ごはんが進む味わいに
仕上げている。
　業務用冷凍食品では、「あじわい 大きな鶏てんぷら

（10枚800ｇ／６袋×２合）」が新
たに発売される。鶏ムネ肉を使用し
た主菜サイズの鶏天ぷらで、昆布と
かつお節のうまみにしょうがを効か
せ、うどんや天ぷらのつゆと相性の
良い味付けに仕立てた。衣には米
粉を使用し、軽い食感に仕上げた
量販総菜、外食、給食に向けた商
品となっている。

りＰＲできれば、日本の和牛はおいしいだけではなく、
新しい価値を付加した上で流通していけると考える。
こうしたニーズを求めるマーケットに対し積極的に日
本の畜産や『サステナブル和牛　熟』を訴求するとと

もに、日本にもサステナブルな消費が意識される時代
がやってくると思うので、この業界が国内にも新しい
価値を訴求して広げていきたいと思う」と述べた。
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　日本ハムは7月から、「シャウエッセン　夜味」シ
リーズとして夏の夜や晩酌にぴったりな「シャウエッ
セン　花火」を期間限定で発売した。
　「シャウエッセン　花火」は、シャウエッセンの
ジューシーな肉の中に、“辛スパイス玉”と称した黒こ
しょうの粒と数種類の香辛料を配合している。かんだ
瞬間、「花火」のごとく、こしょうの刺激的な辛さとス
パイスの香りが一気に広がり、その後口の中でうつろ
いゆく余韻を生み出す。

　また、焼くことで
シャウエッセンの
うまみと黒こしょう
の辛さが一層引き
立つことから、暑さ
を吹き飛ばしたい
夏の夜や晩酌のお
供に最適な商品と
なっている。

日本ハムが期間限定で「シャウエッセン　花火」を新発売

　［フローズン］国産相場の高騰や輸入チルドポー
クの需給が締まっていることから、量販店などで輸入
フローズンを解凍スライス品として訴求するケースも
散見されるが、全体的な荷動きとしてはそれほど芳し
くない。ベリーなどを中心に引き合いはみられるもの
の、在庫水準も比較的高く、一部で荷余り感も。
　［チルド］国産相場が高騰しており、枝肉価格は
900円台まで上げている。想定以上の高値相場と
なっていることから、輸入物へのシフトが顕著となっ
ており、全体的に需要が高まっている。特にベリーや
スソ物の引き合いは強く、ロインも堅調。在庫量はそ
れほど多くないだけに締まった展開が続いている。

　連日の猛暑の影響から全国的に出荷頭数は低調
に推移。全国と畜頭数が連日5万頭台となり、枝肉相
場の高騰は続いている。上物価格は900円を上回る
価格を付けており、想定以上の高値相場となってい
る。暑さにより肉豚の増体がうまくいかず、出荷
がキャンセルとなるケースも増加。ただ、末端の
荷動き自体が盛り上がっているわけではなく、
安価な部位中心の荷動きは変わらず。まもなく
夏休みとなるが、引き続きスソ物などの荷動き
は堅調に推移しそうだ。
　フローズンも依然としてスソ物中心の荷動き

【関東の輸入豚肉現物相場】Cは締まった展開、F荷余り感も

【関東の国産豚肉現物相場】C、Fともにスソ物の荷動き堅調

は変わらず。夏休みに向けてスペアリブなどの季節商
材の引き合いも増えている。一方、バラやカタロース
には引き合いがみられるが、ロイン系の荷動きはそれ
ほど芳しくない。

輸入元 気配

クッションミート →

テンダーロイン →

ショート・バックス →

ウ　デ →

モ　モ →

ベリー →

カラー →

ロインＭＭ →

テンダーロイン →

シートベリー →

カタロース →

ロイン（ＦＬＯＮ） ↗
ＣＣロイン ↗
テンダーロイン ↗
山付ベリー ↗
バックス ↗
テンダーロイン ↗
ベリー ↗

880中心

770中心

キロ／円、税抜き
【輸入豚肉現物相場】（関東仲間冷蔵庫渡し）

1,080中心

780中心

760中心

760中心

930中心

880中心

730中心

相場

840中心

1,150中心

1,230中心

820中心

1,100中心

860中心

860中心

950中心

部位

米国産

カナダ産

フ
ロ
ー

ズ
ン

770中心

チ
ル
ド

米国産

カナダ産

デンマーク産

フランス産

円／キロ

部位 相場 部位 相場

カタロース 1,080〜1,180  カタロース 950〜1,000

ウデ 830〜880 ウデ 750〜780

ロース 1,000〜1,050 ロース 950〜980

バラ 1,080〜1,180  バラ 980〜1,000

モモ 830〜880  モモ 760〜800

ヒレ 980〜1,050  ヒレ 930〜960

生鮮物 冷凍物

関東の国産豚カット肉相場
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［資料］2025年5月分の食肉輸入通関実績⑫
00013915z1／2025 年 05 月（2025/May） (輸入「速報値」、IMPORT「Provisional Data」) 

貿  易  統  計 (JAPAN TRADE STATISTICS) 

品別国別 (COMMODITY BY COUNTRY) (単位：1,000 円、UNIT:\1,000) 

品名・国名 

COMMODITY 

& COUNTRY 

国名 

符号 

CODE 

数量 

単位 

UNIT 

当    月 

CURRENT MONTH 

累    計 

CUMULATIVE YEAR TO DATE  

品名・国名 

COMMODITY 

& COUNTRY 

国名 

符号 

CODE 

数量 

単位 

UNIT 

当    月 

CURRENT MONTH 

累    計 

CUMULATIVE YEAR TO DATE 

数量 QUANTITY 価額 VALUE 数量 QUANTITY 価額 VALUE 数量 QUANTITY 価額 VALUE 数量 QUANTITY 価額 VALUE 

 

 

No.12 

 (E.U) 991 KG - - 3160 6957 

1602.42-090 その他の調製をし又は保存に適する処理をした肉、

くず肉及び血(豚の肩肉及びこれを分割したも

の)(その他のもの) 
 R KOREA 103 KG - - 14851 7862 
 CHINA 105 KG 127390 107776 252710 200174 
 THAILND 111 KG 35094 52563 69722 118701 
 SNGAPOR 112 KG 513 1953 13473 78757 
 DENMARK 204 KG 233476 127053 423285 241667 
 IRELAND 206 KG 576000 331976 2469912 1444315 
 SPAIN 218 KG 72180 43170 382520 227657 
 CANADA 302 KG 1721456 971934 5114276 2849203 
 USA 304 KG 5607357 3077104 26005532 14775829 
 MEXICO 305 KG 814380 457874 4422720 2465644 
 CHILE 409 KG 912560 482918 4727100 2489175 
 TOTAL 990 KG 10100406 5654321 43896101 24898984 
 (E.U) 991 KG 881656 502199 3275717 1913639 

1602.49-100 その他の調製をし又は保存に適する処理をした肉、

くず肉及び血(豚のもの)(肩肉、もも肉を除く。)(混

合物を含む。)(腸、ぼうこう又は胃の全形のもの及

び断片(単に水煮したもの)) 
 SPAIN 218 KG - - 24000 10228 
 MEXICO 305 KG 32835 7869 66390 16232 
 BRAZIL 410 KG 18000 8871 113484 55394 
 TOTAL 990 KG 50835 16740 203874 81854 
 (E.U) 991 KG - - 24000 10228 

1602.49-210 その他の調製をし又は保存に適する処理をした肉、

くず肉及び血(豚のもの)(肩肉及びもも肉を除

く。)(ハム及びベーコン(滅菌したものを除く。)、

プレスハム(豚の肉又はくず肉及びつなぎから成る

ものに限る。)並びにその他の調製をし又は保存に

適する処理をした物品で豚の肉又はくず肉(1 個の

重量が 10g 以上のものに限る。)のみから成るも

の)(課税価格が1kgにつき豚肉加工品に係る分岐点

価格以下のもの) 
 SPAIN 218 KG 90945 78362 179270 154465 
 TOTAL 990 KG 90945 78362 179270 154465 
 (E.U) 991 KG 90945 78362 179270 154465 

1602.49-220 その他の調製をし又は保存に適する処理をした肉、

くず肉及び血(豚のもの)(肩肉及びもも肉を除

く。)(ハム及びベーコン(滅菌したものを除く。)、

プレスハム(豚の肉又はくず肉及びつなぎから成る

ものに限る。)並びにその他の調製をし又は保存に

適する処理をした物品で豚の肉又はくず肉(1 個の

重量が 10g 以上のものに限る。)のみから成るも

の)(課税価格が1kgにつき豚肉加工品に係る分岐点

価格を超えるもの) 
 CHINA 105 KG 45741 56621 148106 209981 
 TAIWAN 106 KG - - 30102 46933 
 THAILND 111 KG 13431 19986 81053 119134 
 SNGAPOR 112 KG 211 952 211 952 
 NETHLDS 207 KG - - 10890 15178 
 FRANCE 210 KG 2135 4173 14568 29264 
 PORTUGL 217 KG - - 32 346 
 SPAIN 218 KG 1064 2632 24295 34034 
 ITALY 220 KG - - 3909 5109 
 AUSTRIA 225 KG - - 3191 6984 
 CANADA 302 KG 7056 7060 19992 20618 
 USA 304 KG 30656 64397 216118 535347 
 TOTAL 990 KG 100294 155821 552467 1023880 
 (E.U) 991 KG 3199 6805 56885 90915 

1602.49-290 その他の調製をし又は保存に適する処理をした肉、

くず肉及び血(豚のもの)(肩肉、もも肉を除く。)(そ

の他のもの) 
 R KOREA 103 KG 14851 5740 73160 33978 
 CHINA 105 KG 646242 394879 3640841 2142020 
 TAIWAN 106 KG 115 202 19327 12722 
 THAILND 111 KG 78675 107616 516750 703705 
 SNGAPOR 112 KG - - 12067 11469 
 PHILPIN 117 KG 432 430 1354 1559 
 DENMARK 204 KG 374280 256295 1692866 1130649 
 NETHLDS 207 KG - - 15668 14480 
 FRANCE 210 KG 1865 5045 4979 13262 
 GERMANY 213 KG 2764 5675 6010 10749 
 SPAIN 218 KG 20800 17077 28608 27120 
 CANADA 302 KG - - 921 1421 
 USA 304 KG 2057687 1479270 10095463 7228019 
 MEXICO 305 KG 42545 40538 415050 278587 
 BRAZIL 410 KG - - 19783 6801 
 TOTAL 990 KG 3240256 2312767 16542847 11616541 
 (E.U) 991 KG 399709 284092 1748131 1196260 

1602.50-100 その他の調製をし又は保存に適する処理をした肉、

くず肉及び血(牛のもの)(腸、ぼうこう又は胃の全

形のもの及び断片(単に水煮したもの)) 
 SPAIN 218 KG 19875 11491 40586 23897 
 USA 304 KG 274161 144119 1846184 915111 
 CHILE 409 KG - - 1281 516 
 AUSTRAL 601 KG 21358 8592 72401 26002 
 TOTAL 990 KG 315394 164202 1960452 965526 
 (E.U) 991 KG 19875 11491 40586 23897 

1602.50-291 その他の調製をし又は保存に適する処理をした肉、

くず肉及び血(牛のもの)(臓器及び舌)(単に水煮し

たもの)(気密容器入りのもの(野菜を含むもの)を

除く。) 
 BRAZIL 410 KG - - 12127 12360 
 TOTAL 990 KG - - 12127 12360 

1602.50-320 その他の調製をし又は保存に適する処理をした肉、

くず肉及び血(牛のもの)(臓器及び舌を除く含有量

の合計が全重量の 30%未満のもの)(気密容器入りの

もの(野菜を含むもの))(米を含むものを除く。) 
 MALYSIA 113 KG - - 259 342 
 TOTAL 990 KG - - 259 342 

1602.50-339 その他の調製をし又は保存に適する処理をした肉、

くず肉及び血(牛のもの)(臓器及び舌を除く含有量

の合計が全重量の 30%未満のもの)(米を含むも

の)(気密容器入りのものを除く。)(野菜を含むもの

を除く。) 
 AUSTRAL 601 KG 16560 15134 69084 64270 
 TOTAL 990 KG 16560 15134 69084 64270 

1602.50-390 その他の調製をし又は保存に適する処理をした肉、

くず肉及び血(牛のもの)(臓器及び舌を除く含有量

の合計が全重量の 30%未満のもの)(その他のもの) 
 R KOREA 103 KG - - 1920 882 
 CHINA 105 KG 76443 57372 356830 274552 
 AUSTRAL 601 KG 99 268 99 268 
 TOTAL 990 KG 76542 57640 358849 275702 

1602.50-510 その他の調製をし又は保存に適する処理をした肉、

くず肉及び血(牛のもの)(調味した後に乾燥したも

の)(気密容器入りのもの)(冷蔵及び冷凍のいずれ

もしていないもの) 
 NEWZELD 606 KG - - 21807 110313 
 TOTAL 990 KG - - 21807 110313 

1602.50-590 その他の調製をし又は保存に適する処理をした肉、

くず肉及び血(牛のもの)(調味した後に乾燥したも

（続く）
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東京・大阪枝肉相場、全国と畜頭数

［大阪食肉卸売市場］
枝肉卸売価格（生体）（１㎏当たり円、税込み）［ ］は豚規格

［東京食肉卸売市場］
枝肉卸売価格（瑕疵除く）（頭、１㎏当たり円、税込み）

［全国と畜概算頭数］
農水省統計部発表　（頭）　

５[ 極上 ] ４［上］ ３［中］ ２［並］１［等外］
和 雌 Ａ
（頭数）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）

Ｂ
（頭数）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）

和 去 Ａ
（頭数）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）

Ｂ
（頭数）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）（　　　）

乳 去 B
交雑雌 B

C
交雑去 B

C
豚

（     月累計）
豚

成 牛 計
和 牛 雌
和 牛 去 勢
乳 牛 雌
乳 牛 去 勢
交 雑 雌
交 雑 去

東 京 円（前日　　　　　円）
大 阪 円（前日　　　　　円）

牛 豚 搬入牛 搬入豚 その他

と 畜 （競り） （相対）

売 買

上 中 取引頭数 市況
円 円 頭

［去勢牛 B3･2 規格　枝肉取引価格］　　　　

［豚・全農建値］　　　　

◇ 牛生体 ５ ４ ３ ２ １

和
牛

雌 Ａ 高値
安値
平均

頭 頭数
雌 Ｂ 高値

安値
平均

頭 頭数
去 Ａ 高値

安値
平均

頭 頭数
去 B 高値

安値
平均

頭 頭数

乳
牛

雌 Ｂ 頭 平均
雌 Ｃ 頭 平均
去 Ｂ 頭 平均
去 Ｃ 頭 平均

交
雑
牛

雌 Ｂ 平均
頭 頭数

雌 Ｃ 平均
頭 頭数

去 Ｂ 平均
頭 頭数

去 Ｃ 平均
頭 頭数

◇ 牛搬入 ５ ４ ３ ２ １
和 雌 Ａ

Ｂ
和 去 Ａ

Ｂ
乳 雌 Ｂ

Ｃ
乳 去 Ｂ

Ｃ
交 雌 Ｂ

Ｃ
交 去 Ｂ

Ｃ

◇ 豚 ［極上］［上］ ［中］ ［並］［等外］
生体 高値

安値
平均
頭数 (      ) (      ) (      ) (      ) (      )

搬入 高値
競り 安値

平均
頭数 (      ) (      ) (      ) (      ) (      )

搬入 高値
相対 安値

平均
頭数 (      ) (      ) (      ) (      ) (      )

と 畜 牛　　 　頭 豚　　　 頭　 牛概況
売 買 牛 　　　頭 豚 　　　頭 豚概況

57 135 もちあい
43 105 まちまち

 123 

 1 

 153 

 1 
 - 
 - 
 - 
 - 

 20 

 - 

 15 

 1 

- 1,005  940  934  843 
-  886  840  519  443 

 961  913  902  802  514 
 1  230  227  90  62 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 

2,242 2,066 - - -
6 8 - - -
- 1,794 - - -
- 1 - - -

2,470 2,100 - - -
12 9 1 - -

- - - - -
- - - - -
- - - - -
- 1,620 - - -
- - - - -
- - 1,596 - -
- - - - -
- 896 863 798 575

 2,554  1,779  1,536  1,411  - 
 -  1,777  1,480  1,350  1,152 

 2,374  2,163  1,835  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  1,042 
 -  -  -  -  1,025 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  1,030 
 -  1,658  1,495  1,342  - 
 -  -  1,495  1,110  - 

 1,952  1,804  1,634  1,477  - 
 -  -  1,495  1,364  - 

 3,349  2,686  2,108  -  - 
 2,130  2,051  1,947  -  - 
 2,502  2,178  2,028  -  - 

 76  39  8  -  - 
-  -  -  -  - 

 -  -  -  -  - 
 2,294  -  -  -  - 

 1  -  -  -  - 
 3,237  2,263  2,195  1,832  - 
 2,127  1,999  1,836  1,737  - 
 2,501  2,155  1,980  1,792  - 

 86  48  17  2  - 
 -  - -  -  - 
 -  - -  -  - 
 -  -  1,836  -  - 
 -  -  1  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  1,629  1,529  1,389  - 
 -  5  10  5  - 
 -  -  -  -  - 
 -  -  -  -  - 
 -  1,659  1,603  1,419  - 
 -  4  9  2  - 
 -  -  -  1,350  - 
 -  -  -  1  - 

 387  709  - 
 411  610  349.5  -  -  81 

55,100 59,800 394,200
4,280 4,380 29,410
1,090 1,310 7,660
1,220 1,090 7,950

600 740 4,190
490 440 3,150
420 430 3,120
450 340 3,290

1,533 1,525
1,596 1,643

7 月 9 日 7月 8日 7

914 891 1,011 急落

7 月 9 日

7 月９日

7 月 9 日

7 月 9 日
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※日本食肉流通センター：①数値はすべて記載日期間中（１週間分）に収集した累積データをもとに算定しており、直近１週間の状況を示して
いる。②重量ベースでみた価格の分布。代表値は「重量中央値」であり、参考値として「第１四分位値」「第３四分位値」「刈込み平均値」を算定。
③収集した取引価格データ（単価・重量）を単価の低いものから順に並べ替えた上で取引重量を累積し、総取引重量のちょうど 50％に位置す
る単価を「重量中央値」。最低価格から順に累積したデータを４等分し、最初の境界に位置する単価を「第１四分位値」３番目の境界に位置す
る単価を「第３四分　位値」という。「刈込み平均値」は、第１四分位と第３四分位の間の重量ベースの平均値（加重平均値）。

各地の豚枝肉、豚部分肉、食鳥相場

［日本食肉流通センター］
豚カット肉［Ⅰ］（１㎏当たり円、税込み、重量㎏）

［食鳥正肉日経相場］
荷受売値平均値（㎏当たり円、税抜き）

［農水省統計情報部食鳥市況］　           
　㎏当たり円、税抜き

［主要市場豚枝肉卸売価格］　　            　 　　　（１㎏当たり円、税込み）

注：北海道はホクレン大卸売価格で、前日の全道と畜頭数。

上加重 （前　日） 中加重 （前　日） と　畜 上　場 市　況
北 海 道 ［セ］ （ ） （ ）
仙 　 台 ［中］ （ ） （ ）
栃 木 ［地］ （ ） （ ）
茨 　 城 ［地］ （ ） （ ）
群 　 馬 ［地］ （ ） （ ）
さ い た ま ［中］ （ ） （ ）
東 　 京 ［中］ （ ） （ ）
横 　 浜 ［中］ （ ） （ ）
山 　 梨 ［地］ （ ） （ ）
浜 　 松 ［地］ （ ） （ ）
名 古 屋 ［中］ （ ） （ ）
京 　 都 ［中］ （ ） （ ）
大 　 阪 ［中］ （ ） （ ）
神 　 戸 ［中］ （ ） （ ）
岡 　 山 ［地］ （ ） （ ）
広 　 島 ［中］ （ ） （ ）
福 　 岡 ［中］ （ ） （ ）

第 1 四　
分位値

重量　　
中央値

第 3 四　
分位値

刈込み　
平均値 取引重量

肩ロース
う　　 で
ロ ー ス
ば　　 ら
も　　 も
ヒ　　 レ
セ ッ ト

第 1 四　
分位値

重量　　
中央値

第 3 四　
分位値

刈込み　
平均値 取引重量

肩ロース
う　　 で
ロ ー ス
ば　　 ら
も　　 も
ヒ　　 レ
セ ッ ト

安　値 加重平均 高　値 販 売 量
（ｔ）

モ モ
ム ネ
◇大阪（２社）

安　値 加重平均 高　値 販 売 量
（ｔ）

モ モ
ム ネ

モモ肉 ムネ肉 手　羽　
モ　ト

手　羽　
サ　キ ササミ

高 値
安 値
平 均

◇東京（８社）◇首都圏

◇近畿圏

総重量　　　　　　　　㎏

総重量　　　　　　　　㎏

788 788 - - 5,772 - もちあい
883 768 861 745 513 299 急反発

- - - - 1,439 21 下押し
938 935 899 891 1,039 454 続伸
920 929 810 794 1,787 209 小反落
901 924 877 909 81 84 反落
913 932 902 898 709 610 急反落
929 932 895 901 594 600 もちあい
931 934 869 923 140 104 もちあい

- - - - - - 競り休止
929 907 867 863 610 132 上伸

- 835 - 794 - - 休市
896 - 863 - 135 90 まちまち

- 898 - 881 115 - 上場なし
665 768 618 793 293 250 暴落
874 866 841 844 164 40 続伸
915 867 870 832 347 208 続伸

1,255 1,389 1,469 1,379 69,564
899 961 1,026 962 114,198

1,145 1,273 1,377 1,253 155,786
1,274 1,389 1,464 1,389 150,600

842 892 972 891 156,499
1,179 1,188 1,350 1,199 17,981
1,090 1,134 1,191 1,143 942,532

1,296 1,442 1,497 1,420 61,191
855 896 918 892 123,366

1,188 1,297 1,350 1,294 95,578
1,329 1,360 1,487 1,385 125,648

864 918 958 918 161,168
1,268 1,359 1,513 1,364 12,070
1,124 1,198 1,291 1,206 139,802

1,607,160

718,823

716 807 986 158
499 549 697 157

738 796 1,030 4
505 543 640 4

7 月 9 日

7 月 2 日〜 7 月 8 日 7 月 8 日

7 月 8 日

8 日分は 11日掲載
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